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は　じめ　に
2010年は,日本による「韓固併合」100年にあ
たります。植民地解放から65年になります。植
民地の傷跡が大きく,未だ清算されない未解決
の問題が残されていますが.それトのつが「略奪
文化財」問題です。略奪文化財の原所有国への
返還問題は世界的課題でもあるのです。
日本には朝鮮に由来する文化財が約30万点所在す
るという。それらの来歴は∴古くは豊臣秀吉の朝鮮
侵略にさかのぼるものもあるが.その多くが19世紀
末から20世紀前半にかけての日本の朝鮮侵略による
ものである。日本と大韓民国(以下,韓国)の間で
は,1965年に「文化財及び文化協力に関する協定」
が締結され,その後も韓国所在の美術館などに個人
による「寄贈」が行われた。一方,朝鮮民主主義人
民共和国については,日露戦争時に旧陸軍将校に
よって日本に持ち帰られ,靖国神社に置かれていた
北関大捷碑の返還など,ごく限られた事例しかない。
しかも,日本にある朝鮮文化財は私有物として扱わ
れているものが多く,現在もそのほとんどが「返還」
も「寄贈」もされていない。
上述の経緯を考慮すると,日本にある朝鮮文化財
の「返還」問題は,日本と南北朝鮮閏の国交正常化
交渉の主要課題である「過去清算」問題の一環とい
うことができる。だが,その重要性にもかかわらず,
植民地期における朝鮮人強別連行・強制労働.在日
朝鮮人の法的地位問題,竹島=独島領有権問題など
に比べると,政財乳　官僚はもちろん,知識人から
もあまり注目されていないようだ。
このような現状において,2009年8月12日から11
月29[‖ニかけて,東京新宿の高麓博物館で開催され
た企画展「失われた朝鮮文化遺産-植民地下での
文化財の略奪・流軋　そして返還・公開へ-」は10
坪程度という展示場に,スタッフたちの英知と努力
をもって.この間韻の重要性を訴えるものであった。
冒頭に掲げた文章は高麗博物館発行のパンフレット
の「ごあいさつ」の一部である。以下.パンフレッ
トの記述に治って,展示の内容について述べていき
たい。
王　企画展の内容
本展示の冒頭に駄　この間題の象徴的文化財とし
て敬天寺十層石塔が紹介されている。この石塔は高
菜期に開城の敬天寺に建立されたもので,1907年に
富内大臣・田中光顕の命によって日本に不法に搬出
された。1918年に京城(現在のソウル)に返達され
たが,元の姿に復元することが絶望的なほどに破損
してしまっていた。この石塔が復元されたのは解放
後の1960年代のことであった。その後さらなる保存
修理を経て,現在は2005年10月に開館した韓国国立
中央博物館の吹き抜けのスペースに華麗な姿で展示
されている。私はこの石塔の実物をソウルの二村に
ある同博物館で業際にみた。1階を土台として3階
までの高さに替え立つこの石塔は基壇や塔身部分に
細かい装飾が凝らしてあり,美術に心得のない私が
みてもその美しきと復元における関係者の苦労を窺
うことができた。
ところで,田中光顕がこの石塔の不法搬出を命じ
た3年前に,東京帝国大学工科大学助教授の関野貞
が日本政府の命を受けて朝鮮各地の建築物を調査し
た成果として,堅韓国建築調査報告』が刊行された。
実はこの報告書こそ.朝鮮文化財が日本に不法に搬
出されるガイドブックの役割を果たしたのだった。
朝鮮にとどまらず,中国大陸にも広がる関野の研究
の目的は.植民地支配の基本をなす「植民史観」と
いう朝鮮社会の停滞性,他律性を追認することで
あった。
本企画展はこのようにして始まった近代日本によ
る朝鮮文化財の破壊および略奪について紹介してい
る。1896年2月の露館播遷以後,二度と国王が戻る
ことなく荒れ果てた王宮・景福富の大部分の建物が,
韓国併合前後に民間に払い下げられた。また.1917
年に,大倉喜八郎がその私設美術館である大倉集古
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館に,景福富東宮の資善堂を移築して ｢朝鮮館｣と
した｡東京都港区にある大倉集古館の野外展示場に
は現在も十数点の朝鮮文化 財が展示されている｡ な
義,その寮福宮内に朝鮮 総 督 府庁舎が建設されたこ
とは聞知の事実であるO
また,1915年に朝鮮 総 督 府 ｢始 政5周年｣を ｢記
念｣する ｢朝鮮物産 共 進 会 ｣ が 行われたが,その際
に設置された共進会 美 術 館 に は 数多くの文化財}美
術品が出品された｡そして , 同 年末に共進会が終了
すると,美術館の建物はそのまま総督府博物館と
なったO以後,総督府は植民地支 配を通じて,慶州,
扶余,公州,開城,平壌といっ た , 古代日本と歴史
的関係のある地域に博物館を建 設 し ていった｡
植民地支配を通して日本に 持 ち 込 まれた朝鮮文化
財は日本のさまざまな場所に 所 在 する｡東京国立博
物館の ｢小倉コレクション｣ は総数1110点(瑚まとん
どが朝鮮関係のものであるO また,古蹟調査に関
わった東京大学,京都大学をはじめとして,東京芸
術東学,和光大学,立教大学,埼玉大学などの諸太
学のほかに,大阪市立東洋陶磁美術館,大和文章館,
日本民蛮館9京都国立博物館,奈良国立博物館,翠
楽美術館,出光美術館,松岡美術館,根津美術館.
MOA美術館,五島美術館など,全国の大学や博物
鰭,美術館に大量の朝鮮文化財が散在している｡ま
た,初代朝鮮総督の寺内正毅が調査および収集した
資料は,1922年に設立された寺内文庫に集められた｡
現私 寺内文庫は山口県立大学付属図番館内に置か
れているO さらに,公州郊外の宋山里の丘陵地帯で
百済の大古墳を発見した軽部慈恩は,その6号墳か
らの出土遺物をすべて持ち出し.蒙昧をきれいに掃
き出した後に,総督府に ｢すでに盗掘｣されたもの
として報告した｡軽部が不法搬出した遺物も含めて,
それらは日韓国交正常化交渉 (以下,日韓会談)に
おける文化財返還交渉の対象となった｡しかし,冒
本政府はそれらの ｢返還｣に同意せず,誠意を見せ
なかったO
このような日本-の不法搬出が行われた植民地期
に,生涯と全財産を捧げて朝鮮文化財を死守した尤
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物が 澗 瞭 ･ 全 登 弼 であった｡澗桧は1938年に朝鮮
初 の 民 間 美 術 館 である穣華闇を設立するとともに,
仏 像 , 仏 画 ,陶磁器,書画,古輿籍,石造物,瓦当
など数万点を収集した｡この中には,澗桧が日本A
と交渉して,日本への搬出を免れたり,日本から取
り戻した文化財が含まれている｡ 今日,藻草間は澗
桧美術館と改称され,毎年5月と10月に各2週間の
み閉館しているO
また.日本から朝鮮に引き渡された文化財として
は,日韓会談によるものや,先述した北開太捷碑の
ほかに,欄Aや機関の ｢寄贈｣によるものがある｡
韓国国立中央博物館には寄贈館が設けられており,
井内功,人馬理,金子量重らによる寄贈品が展示さ
れている｡また,同博物館以外の機関にも日本から
｢寄贈｣された文化財があるOそのうち,今回の高麗
博物館のシンボルとして紹介されているのが,1972
年に田中敏信によって韓国国立慶川博物館に ｢寄
贈｣された人面舷門瓦当である｡この瓦はAが微笑
んでいるように見えるところから,｢新羅人の微笑｣
と言われるものである｡その文化財的価値はさほど
重要ではないようだが,柔和な姿にこれからの日朝
関係を託したいという関係者各位の思いは伝わるの
だった｡ただし,このような ｢寄贈｣がたびたび行
われていながらも,なお大量の朝鮮文化財が日本に
置かれたままとなっているのである｡
Tl 略奪文化財問題の解決に向けて
さて,以上の通り,朝鮮文化財の略奪,流tj,寄
贈という過程をふまえて,こ(7)企画展は最後に｢"刊
ス用 "(チェジヤリ)-の帰還｣をこの問題の課題と
して掲げているOこの点について,パンフレットに
は次のように記されている｡
"チェジャリ"とは,原位置やあるべき場所,
原郷 ともいうべ き意味であるが,[朝鮮では
- 普揮コ日常的に使われる言葉である｡
植民地朝鮮での文化財遺物は,その蒐 集 過程
において個人による盗掘,調査研究名目での発
掘として,日本へ搬出され各地に散在している｡
さらには美術館,博物館-の展示という名目で
の各地からの美術品の集積も,その庭園を飾る
ぺく,山間の廃寺放からの石塔,石碑がその歴
史的閣有性から離れ,ソウルへと,日本へと流
出された文化財のありようも,その遺物本来の,
文化的伝統的販路からの脱落,乗常という重い
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歴史のもとにある｡
歴史の中に生産され,人々の願い,目的のも
とに作られ,信仰の対象として,愛蔵品として
保存されてきたものが,盗掘,略奪文化財とし
て.または骨董品という経済的付加価値を生む
商品として,"チェジャリ"からはるか遠 く-流
出されている｡ いつの間にか歴史の迷子である｡
それらは本来,原位置にあってこそ相応 しいも
のであるLl
国家 間 で は返還,個人的には寄贈,または一
般への公開を通 じてその実憩や全貌が検証され
るとともに,はるかな時空を経ても u司何 軒
への帰還の道を切 り開きたいと願う｡
すなわち,この企画展では,国家間における ｢返
還｣,個人による ｢寄贈｣. そして-一般への ｢公開｣
によって,日本に不法搬出された朝鮮文化財を原位
置に戻すことが,この間題の解決策であるというの
である｡ 私はこの主張に太いに学ぶところが多かっ
た｡
私が長年研究 してきた日韓国交正常化交渉におい
管,文化財の問題はしばしば ｢返還｣か ｢寄贈｣ と
いう争点で議論されてきた｡すなわち,韓国側 が朝
鮮 文 化 財の ｢返還｣を要求したのに対し,日本側は
あくまで ｢寄贈｣ という立場を譲らなかった01965
年に締結された ｢日韓文化財及び文化協力に関する
協定｣においても.日本側からの朝鮮文化財 ｢引き
渡し｣ のみが明記され,条文に ｢返還｣ の意味が盛
り込まれなかった｡当然ながら,今後 の 日朝 国交正
常化交渉においてもこの問題が討議 され る はずであ
る｡この交渉において,日本政府は上述 したような
植民地支配を通 じた日本人の朝鮮文化財略奪の事実
を認定 したうえで,朝鮮北部に原位置を有する文化
財の ｢返還｣を実現するべ きである｡
国家レベルにおいてはこのような ｢返還｣という
ロジックによる文化財帰還という行為が行われてこ
そ ,｢過去清算｣の名に適うものといえよう｡ しかし,
こ の 問題は,国家レベルよりもはるかに大量の朝鮮
文 化財が日本人個人の所有であるというところに大
きな難点がある｡ しかも,略奪,不法搬出に携わっ
た人物の多 くが他界 し,さらに文化財そのものがい
く尤もの手を渡るうちに,その来歴がわからなく
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なってしまった事例が少なくないo盗掘または略奪
の当事者のいない文化財の ｢返還｣はどのようにし
て業硯されるべきなのだろうかO企画展はその問い
に対して.そのような文化財を ｢寄贈｣及び ｢公開｣
すること, さ らに略奪文化財にまつわる実態および
全 貌 を 検 証していくことという解決に向けでの指針
を 提 示 したL,私はこの主張に強く同意する｡
この企画展の主張の通 り,文化的伝統的脈絡から
脱落,乗離 して しまった文化財は本来の原位置に
あってこそ,初めてその意味を取 り戻すことができ
るだろうo私たちは自らを探求する手段として,磨
史を ｢発見｣ し,文化財を ｢発見｣ してきたO と こ
ろが.朝鮮を含む植民地化の歴史を持つ地域にお い
て,文化財の ｢発見｣は侵略国による都合のよい歴
史解釈による侵略行為の正当化の脈絡でしばしば行
われたのだった｡｢近代｣を克服 し,植民地主義を克
服するのが現代の課題であるとすれば,このように
して誤ったかたちで ｢発見｣された文化財の歴史を
改めて問い直すとともに手私たちの未来を生き抜く
ための文化財活用の方法を追求することが必要だろ
う｡
お わ り に
2009年11月に高麗博物館を訪れた際に,私は企画
展の責任者である李素玲民から展示についての丁寧
な説明をいただいた｡そのとき.私は展示の内容 に
大いに感銘を受けたし,これを契機と して, 翌 月の
ソウルへの出張の際に韓国国立 中央博 物館 を見学 す
ることもできた｡李素玲民をは じめ とす る関係 者 各
位,ならびに今回の展示評を書く機 会 を与 えて くだ
さった歴史学研究会に感謝申し上げ た い｡
(高麗博物館,2榊9年8月12日～11月29日)
